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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
道

す
が
ら
、
か
弱
く
、
も

の
悲
し
い
虫
の
声
に
出

会
い
ま
す
。
体
長
８
～

20
　

mm

の
小
さ
な
細
長
い

う
す
黄
色
の
鳴
く
虫
で

す
。
名
前
を
カ
ン
タ
ン
と
い
い
ま

す
。
バ
ッ
タ
目
・
マ
ツ
ム
シ
科
・

カ
ン
タ
ン
亜
科
に
属
し
ま
す
。
出

現
の
時
期
は
８
～
11

月
で
す
。
日

本
で
は
、
北
海
道
・
本
州
・
四
国
・

九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

鳴
き
声
は
、
リ
リ
リ
リ
・
・
・

ま
た
は
ル
ル
ル
ル
・
・
・
と
儚
く

通
る
声
で
続
け
て
鳴
き
ま
す
。
触

角
が
体
長
の
２
倍
ほ
ど
も
あ
り
ま

す
。

　

実
は
、
こ
の
虫
の
漢
字
名
は
、

中
国
の
古
都
に
か
け
た
「
邯
鄲
（
カ

ン
タ
ン
）
の
夢
」
と
か
「
邯
鄲
の

枕
」
と
呼
ば
れ
る
故
事
に
よ
り
ま

す
。『
昔
、
中
国
の
男
が
邯
鄲
と
い

う
都
で
仙
人
か
ら
も
ら
っ
た
枕
で

眠
っ
た
ら
、
幸
福
な
一
生
を
送
る

夢
を
見
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
目
覚

め
る
と
短
時
間
だ
っ
た
。』
と
い
う

故
事
で
す
。
こ
の
故
事
は
、
人
の

夢
や
栄
華
は
一
瞬
で
儚
い
も
の
と

い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
カ
ン
タ

ン
の
鳴
き
声
の
細
く
も
の
悲
し
い

な
し
い
も
の
に
架
け
た
も
の
で
す
。

　

菅
義
偉
首
相
の
短
命
内
閣
を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
の

命
運
を
か
け
た

総
選
挙
で
新
自

由
主
義
を
退
散

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

博
物
館
友
の
会

会
員　
　

小 

森

　

菅
首
相
が
、
自
民
党
の

総
裁
選
挙
に
出
馬
し
な
い

と
会
見
で
発
表
し
、
事
実

上
、
政
権
を
投
げ
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
菅
首
相
は
、
安
倍
政
治

を
引
く
継
ぐ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
安
倍
政
権

の
強
権
政
治
を
引
き
継
ぎ
、
日
本
学
術
会
議
の
メ
ン
バ
ー
６
人
に
つ
い
て
、

理
由
も
述
べ
ず
に
任
命
を
拒
否
す
る
と
い
う
強
権
ぶ
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を

実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
感
染
拡
大
が
急
速
に
広
が
り
緊
急
事
態
宣
言

を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
す

る
に
も
科
学
的
根
拠
を
示
さ
ず
に
実
施
す
る
な
ど
、
打
つ
手
打
つ
手
が
後

手
後
手
に
回
り
国
民
か
ら
厳
し
い
批
判
が
上
が
り
ま
し
た
。
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
多
く
の
国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
実
施
し
、
感
染
爆

発
が
起
こ
り
入
院
も
で
き
ず
に
自
宅
で
亡
く
な
る
方
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
菅
政
権
に
よ
る
人
災
そ
の
も
の
で
す
。

　

多
く
に
国
民
の
批
判
に
耐
え
き
れ
な
く
な
り
退
陣
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
さ
ぁ
、
総
選
挙
で
野
党
連
合
政
権
を
つ
く
る

時
が
き
ま
し
た
。

 

こ
の
夏
の
高
温
と
雨
不
足
は

気
候
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
さ
せ
ま
し
た
。

　

先
日
、
日
本
共
産
党
は
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
を
50

～
60

％
削
減
し
、
気
候
危
機
を
打

開
す
る
「
２
０
３
０
戦
略
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
日
本
の
再
エ
ネ
の
潜

在
量
は
、
現
在
の
国
内
電
力
需
要
の
５
倍
も
あ
り
、
30

年
ま
で
に
50

％
、

50

年
ま
で
に
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
電
力
、
鉄
鋼
な
ど
六
つ
の
業
種
、
約
２
０
０
の
大

規
模
事
業
所
が
60

％
を
占
め
ま
す
。
こ
こ
で
脱
炭
素
化
を
す
る
た
め
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
と
計
画
な
ど
を
国
と
「
協
定
」
し
、
国
民
に
示
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
脱
炭
素
社
会
は
生
活
水
準
の
下
げ
た
り
す
る
も
の
で

は
な
く
、
新
し
い
雇
用
を
つ
く
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
危
機
で
落
ち
込
ん
だ
経
済
を
「
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
」（
緑

の
復
興
）
と
い
う
形
で
立
て
な
お
す
と
い
う
提
言
で
す
。

　

次
世
代
に
今
の
自
然
豊
か
な
網
走
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
課
題
で
す
。
総
選
挙
で
も
し
っ
か
り
と
訴

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　第３回定例会の日程
日 会　議 内　　　　容

９/7火 本会議 提出議案の説明、決算審査委員会設置

９/9木
本会議

総務経済

大綱質疑、議案の委員会付託

付託議案の審査、請願・陳情審査
９/10 金 文教民生 付託議案の審査、請願・陳情審査

９/14 火 本会議 一般質問

９/15 水 本会議 一般質問

９/16 木 本会議 一般質問、委員会審査報告

９/17 金 決算審査 企画総務部、農林水産部、観光商工部

９/21 火 決算審査 市民環境部、建設港湾部、水道部

９/22 水 決算審査 健康福祉部、教育委員会

９/27 月 決算審査 総括質疑取りまとめ

９/28 火 本会議 特別委員会審査報告、残余案件審議

７
日
か
ら
９
月
議
会
始
ま
る

決
算
審
査
、
補
正
予
算
な
ど

　

第
３
回
定
例
会
が
７
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
①
令
和
２
年
度

会
計
の
決
算
と
②
補
正
予
算
な
ど
の
議
案

６
件
、
陳
情
５
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
28

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

７
日
に
は
個
人
情
報
保
護
条
例
や
農
業

漁
業
振
興
政
策
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
公
的
病

院
支
援
、
学
校
施
設
の
改
修
、
介
護
保
険

な
ど
の
補
正
予
算
（
４
億
５
９
１
９
万
）

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

来
週
か
ら
一
般
質
問
が
始
ま
り
、

11

人
の
議
員
が
行
う
予
定
で
、
村
椿

議
員
は
７
番
目
、
松
浦
議
員
は
11

番

目
に
質
問
し
ま
す
。

　

村
椿
議
員
は
①
埋
立
ご
み
の
増
加

に
よ
る
廃
棄
物
処
理
場
の
現
状
と
将

来
計
画
に
つ
い
て
、
②
防
災
対
策
の

炊
き
出
し
計
画
に
学
校
給
食
の
活
用

に
つ
い
て
、
③
社
会
的
引
き
こ
も
り

の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
、
④
学
校

給
食
の
無
償
化
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

　

松
浦
議
員
は
①
加
齢

性
難
聴
者
へ
の
支
援
の

状
況
や
難
聴
と
認
知
症

予
防
の
関
わ
り
に
つ
い

て
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
関
連
し
て
宿

泊
業
や
飲
食
店
へ
の
支

援
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
傍

聴
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

は
か
な

カンタン


